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　　　　　　　　　　　　　随筆　　 が熟して＊て，摘もうと患えば何人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にも摘める高さにまで達していたと

　　　　　　　　高嶺の花　　辮禦潔曹灘職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な仕事である．アルミ昌ウム登見の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリオリテートがOerstedにあろ
　　　　　　　　　　　江　　上　　一　　郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うとW6elerにあろうと，この5ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に包含された多くの科學者の絶えざ

　ある問題の解決が豫想されている　ウムを用いてはじめてやや多量のア　る努力とその築き上げられた仕毒の

場合でも，そ純解決することは大ルミニウムの分離戯功したとPtぺ山を思う時・うたた感慨深いものを
愛な仕事である．きらに，その問題　ている．この『やや多量』というのが、畳えるめである’

が基礎的な電のであ9・それが解決　“stecknadel　Kopf重osse　Kugeln”　　S“これと同檬のことが・現在のアル

された揚含でも，これを工業的に慮　であったことも今から思えば微笑を　　ミニウム電解製造の基礎となつでい

用する方法を樹立するまでには，ま　禁じ得なv・こ・とであるが，この約　るHall；H6roult法にも見られる・

たきわめて大きな犠牲ζ努力が彿わ　30mgくらv・の小粒を用いてアルミ　熔融盤化マグネシウムの電解に成功tt

れなければならなv・．私はアルミニ　ニウム金罵の物理的性質や化學的性　したR・Bunsen（濁逸）は・　1854’L　’．

ウム工業の襲達史をひit，どくたびに　質を測定して，この金屡の持ってい　年に熔融Na－Al塵化物を電解して．．

この感動をあらたにするので南る・　る素晴しい特性，すなわち比重の小・アルミ＝ウムを得ており・またこオレ

　地球上の如何なる土砂を拾い上げ　さいことを見出しているのは驚く尋　とぼとんど同時に同様の方法で・
ても，その申には必ずアル・一ウ〆蝶績と、、わ鮒ればならない．しS・C・・D・vi11・（佛蘭西）が駿して・・

炉含まれているといつても過言でな　．たがつて，ア弘ミnウム獲見のプリ　るが・この方法は主として塵化アzu

，・・くら・・に・アル・一ウムは多量にオリ゜テL・はWdhl・・鵬すべきミ⇒ムの畷性のために工業嚇

しかも普遍的に存在して・・るにもかものとされたのであったが，その後法とは畑得なかつた・そしで『ア

かわらず，その登揚は鐵や銅にくら　約1◎0年を経て，0号rstedと同じ　ルミナを多量に溶解し得る安定な踊

『ぺると邊か・に立ち邊れた．18世紀の　丁抹の1．Fogh　と）・う化學者が，　の獲見』と）・う解決黒占に導かれるま

牛頃，その薪金屡元素の存在が指摘　Oerstedの實験を熱心に繰返して，　でに・30年と）’う月日が必要であ

され，19世紀の初期に・・たつてや容易にアル・⇒ムの分離さ泌條つて・この間－・・ろいろの著想や實

つと薪金罵の分離に成功，アルミニ　件を見出し，またその後Oersted　験が累積されたのである一tこうして

ウムと命名され，．さらにそれが工業自身の未螢表の記録中，c，正にその築か練多くの仕事の山に上つそ・

的な嚢展を遽げて他の金騎工業と肩　條件の使用されていたことがわかっ　氷晶石を用いる電解の最後の仕事を

灘叢二轡のは餌ξ聾藷鶏鍵粥窟瓢篇課ぎ繋
　まずア・レミ⇒ムの凱につ、・てあるe　　一　　　　よいよその櫛撚して・’たとは・’え
丈献をしらべてみると，約50年に　　Oerstedの方法を細かく調べてみ　1886　年のほとんど同じ時期にしか

わたる失敗の詑録の後に；1825年　ると，19世紀の初頭rcマグネシウ　も二つの國にお）’で同檬の方法の特

丁榊HC…s・・dのアル・一ウムの遼元賊机嫉國のhD。vy許が輔陣たのは舶い・この間・
ム分轍功の鐡力覗れる．彼はカが，その方法をア，レ，一ウムの分離題は・此噺ま特許懲關する激し・・

・ウムアマルガム礁介として靴．に適肌て，酸化槻力，ウムで還瀞となつて現縦が・優廠蝶
アル、・⇒ムを分解し陽の如絶元しようとして失敗しては、、るが，性の故「c・その間「cこれ等の方法は

澤を有する小粒』のアルミニウムを　アルミ＝ウムの還元にカリウムの必　それぞれの國において實用化の一歩

得た畷表L：て・・る・しかしこの方要である。と襯、、て綱，一一方を踏拙して）’たのである・H・11と

灘雛のF・Wl」　hl・・によつて何be，zeli。、薩素の翫蟷って，・とH6・・ultは偶然剛年に齢て・

繋警鵬翻1蟹野鰹岱芝撫覇騰二臓二響轟駿ケ
．鴨h！・・はこの・とrcついて・W・・功して、、る等のことからOerst。dカ・ま硬に不思諭ことには・これは

0・r・t・dt　f謡A！・mi・i・叫hi・1・，盛化アル，一ウ罐力艸ムァマ，レその機力燃した勧でもないであろ

ている・　k．して彼は1845年カリウ研究瀬殖ねらわ・またその腱離界綱のアル・＝ウムエ業の基
ムアマルガムのかわりに，金屡カリ　の硯究が遽められて，當然螢見の機　礎となり嚢蓬を遼げつつある．
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